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第2節　CI-NET運用ルール（電子メール版）
本運用ルールは、標準ビジネスプロトコルを利用してインターネットの電子メールによるEDIを行うユーザーが、CI-NETの運用に際して守らなければならないルールである。

1　標準企業コード
標準ビジネスプロトコルのユーザーは、企業の識別に標準企業コードを使用する。標準企業コードは企業識別コードと枝番から構成される。1法人につき1つの企業識別コードが与えられる一方、枝番は各企業が自由に採番できる。
2　CIIシンタックスルール
ユーザーは、標準ビジネスプロトコルのみならず、CIIシンタックスルール1.51を厳守しなければならない。標準ビジネスプロトコルならびにCIIシンタックスルールを誤って使用したことにより発生する損害（取引先にデータが届かない、データの他企業への漏れなど）に対する責任は、その誤った使用をしたユーザーが負うものとする。

特にデータの未達や漏れを防ぐためには、メッセージグループ・ヘッダーにおける以下のコードの作成に注意する必要がある。

・発信センターコード

・発信者コード

・受信センターコード

・受信者コード

・BPID（ビジネスプロトコルID）
・情報区分コード

通常これらのコードをトランスレータに設定することにより、メッセージグループ・ヘッダーが作成される。
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byte数
	　所属VANコード
	･･･
	発信者・受信者が接続するVANの標準企業コード（CIIシンタックスルールで定義されている項目。電子メール版では使用しない。）

	発信・受信センターコード
	･･･
	発信者・受信者の標準企業コード。ASPサービスを利用する場合には発信者・受信者が利用するASPセンターの標準企業コード

	発信者・受信者コード
	･･･
	発信者・受信者の標準企業コード

	BPID
	･･･
	使用するビジネスプロトコルを識別するコード
（本ビジネスプロトコルを使用する場合はCINT0115とセットする）

	情報区分コード
	･･･
	伝送を行う情報の種類を表すコード


図4.2.2-1　メッセージグループ・ヘッダーの構造（参考図）
3　システム運用メッセージによる伝送授受の確認方法

標準ビジネスプロトコルのユーザーは、標準ビジネスプロトコルおよびCIIシンタックスルールで規定されている以下のシステム運用メッセージを利用し、伝送授受の確認を行うことができる。ユーザーのニーズに応じ、ユーザー間でその利用の合意ができた確認方法を選択する。ただし、その利用の際には、CIIシンタックスルールの規定どおりの方法で行わなければならない。なお、利用するメールサーバもしくはメールサービスによっては伝送可能な電子メールの容量に上限を設けていることもあるので留意する。受信確認メッセージの交換は、そうした留意に対する有効な対策の一つである。
3.1　受信確認メッセージ
データ交換を行うユーザー間において、データ受信の確認を行うことに合意した場合には、CIIシンタックスルールに従い、受信確認メッセージを既定のフォーマットにより作成し、伝送しなければならない。（この機能は、通常トランスレータに用意されている。）
3.2　0件メッセージ

データ交換を行うユーザー間において、データ交換日における交換すべきデータが存在しない状態（0件データ）の確認を行うことに合意した場合には、送信者側は以下の方法により0件データを作成伝送しなければならない。（この機能は、通常トランスレータに用意されている。）
（1）0件メッセージの連絡は、メッセージグループ・ヘッダーとメッセージグループ・トレーラーを作成し伝送する。データレコードは作成しない。

（2）メッセージグループ・ヘッダー、メッセージグループ・トレーラーの各データ項目の内容は次の通りとする。

表4.2.3-1　0件メッセージ作成方法
	
	情報種別毎に0件メッセージを作成する場合
	情報種別に関係なく0件メッセージを作成する場合

	情報区分コード
	0件でない時に設定しているものと同じ内容
	9101

	トータル項目数量金額№欄
	
	ブランク

	フォーマットID
	
	11

	最終シーケンス№
	00000
	00000


4　責任分界
CI-NETでは、インターネットの電子メールを利用してデータ交換を行った場合の責任分界を、以下のようにアクセスポイントと定める。インターネット上は責任を負う事業者が存在しないので、伝送授受を確実にするために、ユーザーはこの点に留意して対策を講じておくことが必要である。受信確認メッセージの交換は、こうした事項に対する有用な対策の一つである。

なお、通信事業者やASP事業者などとの責任分界に関しては、これら事業者の契約約款に従うものとしてここでは省略する。


図4.2.4-1  インターネットを利用する際の責任分界点

5　障害が発生した場合の対処
　ユーザーは、両者間で連絡窓口（担当者）をあらかじめ決めておかなければならない。また、障害発生時のデータ交換の代替方法を講じておく必要がある。あらかじめ想定していなかった事態が発生した場合については、その発生時に両者間で対策を協議する必要がある。
6　セキュリティ

6.1　盗聴、改ざん等への対策

インターネットを使用する場合、伝送経路上での盗聴、改ざん、なりすまし、あるいは送信否認、受信否認といった機密上の危険が伴うと言われている。これらに対処するためにユーザーは、交換するデータに対して暗号化、電子署名等の対策を施すことが必要である。

6.2　コンピュータ・ウィルス対策

電子メールによって相手方にコンピュータ・ウィルスを感染させないために、ユーザーは、コンピュータ・ウィルスの診断および対応に努めなければならない。



































































ASPの場合の対応を追加
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説明を整理








標準企業コード→企業識別コード　誤りを訂正
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